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琉
球
語
か
ら
み
た
古
事
記
の

「
音
山
」

「
戸
口
同
」

字
の
音
価

山

田

資

は
じ
め
に

『古
事
記
』
に
は
、

万
葉
仮
名
の
「
意
」
「
宮
」
の
文
字
が
他
の
奈
良
朝
文
献
の
も
の
よ
り
も
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
意
』

字
は
、
古
事
記
に
次
い
で
万
葉
巻
五
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
門
前
」
{
子
は
、

ほ
と
ん
ど
古
事
記
に
そ
の
例
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
書
紀
や
万
葉
に
は
数
例
が
散
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

古
事
記
は
、

「
意
」
「
富
」
の
仮
名
字
を
多

量
に
用
い
て
い
る
点
、

「
母
」
と
「
毛
」

と
の
音
韻
上
の
区
別
を
し
て
用
い
て
い

る
点
、

」
れ
ら
は
他
の
奈
良
朝
文
献
に
は

見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
と
い
っ
て
も
我
が
国
現
存
の
文
献
の
中
で
は
最
古
の
典
籍
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
余
地
は
な

い
。
こ
れ
ら
は
、

ま
さ
し
く
古
事
記
の
合
さ
を
証
拠
づ
け
る
特
色
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

古
事
記
は
、

八
世
紀
初
頭
の
奈
良
朝
本
土
語
の
中
央
方
言
の
大
部
分
を
記
述
L
た
も
の
で
あ
る
が
、

七
世
紀
末
期
の
中
央
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方
言
の
若
干
を
も
併
せ
記
録
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
意
」
「
宮
」
を
用
い
て
記
述
さ
れ
た
語
形
は
、

七
世
紀
末
期
の
も

232 

の
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
古
事
記
に
表
わ
さ
れ
た
当
時
の
言
語
お
よ
び
記
録
さ
れ
な
い
当
時
の
言
語
を
「
古
事

記
言
語
」
ま
た
は
「
古
事
記
語
」
と
呼
ん
で
置
く
。
古
事
記
言
語
は
、
確
か
に
日
本
書
紀
語
や
万
葉
語
一
般
の
も
の
と
は
兵

な
り
、
古
形
を
示
し
た
も
の
を
多
く
記
述
し
て
い
る

古
事
記
の
「
意
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
「
オ
」
と
訓
み
な
ら
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
音
価
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
「
富
」
に
つ
い
て
は
、
「
ホ
」

と
訓
む
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
「
ホ
」

の
乙
類
と
み
る
説
も
あ
る
。

(
福
田
良
輔
先
生
の
『
奈
良
時
代
東
国
方
言
の
研
究
』
)

し
か
し

そ
の
音
価
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ

る

「
上
代
特
殊
仮
名
遣
」
の
学
説
が
橋
本
進
吉
博
士
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
て
か
ら
、
も
は
や
六
十
年
近
く
に
も
な
ろ
う
と
し
て

い
る
の
に
、

そ
の
音
価
推
定
が
い
ま
だ
に
な
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ど
こ
か
研
究
方

法
に
ま
ず
さ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
「
上
代
特
殊
仮
名
泣
」
は
古
代
日
本
語
に
は
存
し
な
か
っ
た
と
見
る

べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
。

い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
筆
者
は
、
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
」

は
認
め
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

い
ま
だ
に
そ
の
音
価
推
定
が
進
ま
な
い
の
は
、

ど
こ
か
研
究
方
法
に
欠
陥
が
あ
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
現
代
琉
球
語
は
、
片
仮
名
や
平
仮
名
を
も
っ
て
し
て
は
完
全
に
記
述
し
得
な
い
。
同
様
に
古
代
本
土
語
も
万
葉

仮
名
で
は
完
全
に
記
述
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
万
葉
仮
名
で
記
述
し
た
奈
良
朝
本
土
語
は
、
ご
く
概
略
的

な
語
形
が
写
し
出
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

ロ
ー
マ
字
や
音
声
表
記
ま
た
は
音
韻
表
記
の
発
達
し
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る

か
ら
、

不
完
全
な
表
記
を
し
た
万
葉
仮
名
の
上
か
ら
の
み
の
音
韻
や
語
形
推
定
は
、

あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
危
険
を
さ
え
伴



な
う
も
の
で
あ
る
。

奈
良
朝
語
の
甲
乙
両
類
の
音
韻
を
推
定
す
る
場
合
心
掛
け
る
べ
き
重
要
な
点
は
、
奈
良
朝
の
中
期
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
時

代
の
も
の
と
、
奈
良
朝
の
末
期
お
よ
び
平
安
朝
初
期
の
時
代
の
も
の
と
は
、
音
韻
(
音
形
・
音
相
)
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

前
者
の
時
代
で
は
、

た
と
え
ば
、

E
‘
一
に
対
す
る

f
o
p
、
E
に
対
す
る

5
F
ま
た
は

E
ぺ
斤
己
に
対
す
る

r
d

ロ、

-8
に
対
す
る

5
0、
FS
に
対
す
る

-a-
。、

な
ど
の
よ
う
な
音
韻
の
対
立
(
モ
l
ラ
の
区
別
)
が
表
わ
さ
れ
て
い
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
後
者
の
場
合
は
、
玄
一

5
9・
区
一

E
f
F
g
一

E
0・
E
一
庁
。
。
、
な
ど
の
よ
う
な
対

立
で
表
わ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
で
あ
ろ
う
。
助
詞
の
「
モ
」

tヱ

古
事
記
言
語
で
は
¥
百
戸
。
¥
で

書
紀
や
万

琉球語からみた古事記の r)J:J rMJ字の音価

葉
話
で
は
¥
目
。
。
¥
で
、
奈
良
朝
末
期
お
よ
び
平
安
朝
初
期
で
は
¥
目
。
¥
で
、
表
わ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
の
で

あ
る
。

そ
れ
放
に
、
例
え
ば
「
登
」
「
等
」
を
奈
良
朝
末
期
や
平
安
朝
初
期
の
文
献
に
用
い
て
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
音

価
が
奈
良
朝
中
期
以
前
の
も
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
文
字
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
時
代
に
よ

っ
て
そ
の
表
わ
す
音
価
(
音
形
・
音
韻
論
的
音
節
)
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

F
ム、
D

L
や
h

R

-

、

品
/
斗
イ
寸
d

中
i

古
事
記
語
に
表
わ
さ
れ
た
形
が
そ
の

ま
ま
史
前
日
本
一
詰
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
み
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
古
事
記
言
語
が
成
立
す
る
ま
で
に
は
幾
度
か

の
音
韻
変
化
の
過
程
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

古
事
記
言
語
と
六
世
紀
の
推
古
朝
語
(
ま
た

は
飛
鳥
朝
語
)
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

「
姫
」
を
古
事
記
言
語
で
は
¥
立

g
o
¥
で
表
わ
し

推
古
時
代
で
は
¥
立
百
円
¥
で
表
わ
し
て
い
た
よ
う
に

現
代
琉
球
日
本
語
は
、
変
化
し
す
ぎ
た
点
が
多
い
の
で
あ
る
が
、

奈
良
朝
本
土
語
の
も
の
よ
り
も
古
形
と
見
ら
れ
る
要
素

も
か
な
り
存
す
る
。
両
言
語
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
古
代
琉
球
語
を
推
定
す
れ
ば
、
古
代
琉
球
一誌
は
奈
良
朝
本
土
話
よ
り
も
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日
琉
共
通
基
語
の
言
語
相
を
多
く
留
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
は
、
古
事
記
の
「
意
」
「
富
」
字
を
中
心
と
し
て

書
紀
や
万
葉
の
も
の
を
も
扱
い
つ
つ

そ
れ
ら
の
文
字
の
用
い

ら
れ
た
語
形
を
琉
球
語
と
比
較
し
て
、
当
時
の
本
土
語
や
琉
球
語
の
音
価
な
ら
び
に
語
形
を
推
定
す
る
と
共
に
、

日
琉
共
通

基
語
の
も
の
を
推
定
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
奈
良
朝
本
土
語
の
ハ
行
子
音
は
¥
司
¥
で
表
わ
さ
れ
、

サ

行
の
音
節
(
モ

1
ラ
)
の
頭
音
は

¥

m

¥

で
表
わ
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「
日
琉
語
の
動
詞
終
止

形
の
構
成
に
つ
い
て
|
|
上
代
の
ハ
行
音
・
乙
類
「
と
」
音
・
サ
行
と
シ
ャ
行
の
音
を
含
む
|
|
」
(
「
沖
縄
文
化
」
四
一
号
)
、

に
述
べ
て
置
い
た
の
で
、
本
稿
に
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

「意」

字
と
そ
の
音
価

二
人
称
代
名
詞
を
示
す
語
形

古
事
記
語
の
例

亦
追
|
一
一
援
河
之
瀬
一
而
、
調
閥
に
静
為
一
一
大
国
主
神
一
(
神
代
)

伊
賀
山
市
所
ニ
作
仕
奉
}
於
一一
大
殿
内
一
者
、
関
岡
山
「
ト
宇

意
櫨
熊
曾
建
二
人
、
不
伏
無
ν

躍
問
看
雨
、
取
|
一
一
殺
意
艦
一
詔
而
遺
(
景
行
)

先
入

明
|
下
白
其
将
v

為
ニ
仕
奉
一
之
状
主
而
(
神
武
)

こ
れ
ら
の
よ
忠
雄
」
は
、
二
人
称
代
名
詞
を
示
す
形
の
例
で
あ
る
。
従
来
「
オ
レ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
『
時
代
別
国
語

大
辞
典
上
代
編
』
に
は
、
二
人
称
。
罵
っ
て
い
う
場
合
に
多
い
、

と
説
明
し
て
あ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
一

『
古
事
記
祝

! -i 



詞
も
(
岩
波
)
に
は
、

お
前
と
か
、

お
ぬ
し
と
か
の
な
。
第
二
人
称
の
卑
称
、

と
注
書
が
し
で
あ
る
。

爾日
此木
云書
飲ヲ紀

ou v ~[} 
(の
神例
武

な
お
、

上
掲
の
辞
典
に
は
、

考

の
と
こ
ろ
で
、
「
側
」
は
漢
籍
の
史
書
の
会
話
文
や
小
説
・
仏
典
類
な
ど
に
例
が
見
え
、

-

俗
語
的
な
人
称
代
名
詞
で
あ
る

と
述
べ
て
あ
る
。

「
意
躍
」
は
、
次
に
示
す
奄
美
与
論
方
言
と
の
対
応
の
上
か
ら
、

ヲ
ゥ
レ
エ
と
訓
み
、
当

HMg
。
の
形
で
発
音
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

書
紀
の
「
飲
例
」
は
、

4
3
吋

0

0

(

八
d
q
ロ
H
1
0
0
)

の
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
弓
ロ
l

〉

司
O
l

の
変
化
を
し
た
形
で
者
紀
に
は
表
わ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

古
事
記
の

「意」

{
子
は

ヲ
ゥ

琉球語からみた古事記の「怠J rMJ宇の音価

(
当
ロ
)
と
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

与論方一一一一口

ピ
H
1
0
0
A

あ
な
た
、

そ
な
た
V

与
論
方
言
の
も
の
は

正
門
。
。
八
司
ロ

2
0
の
関
係
を
示
し
、

42
〉
ど
の
変
化
を
し
た
ど
ー
が
語
頭
に
表
わ
さ
れ

て
い
る
。
(
以
下
，
は
、
あ
る
音
素
の
脱
落
し
た
こ
と
を
示
す
記
号
と
し
て
用
い
る
。
)

与
論
方
言
の
ど

5
0
は
、
卑
称
の
二
人
称
代
名
詞
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

果
た
し
て
上
掲
古
事
記
の
「
な
躍
」

ゃ
れ世
紀
の
「
飲
例
」
は
卑
称
語
で
あ
ろ
う
か
。
古
事
記
神
代
巻
の
例
の
「
意
櫨
」
は
、
大
国
主
神
に
対
し
て
言
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、

そ
れ
が
卑
称
や
罵

っ
て
言

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
卑
称
語
だ
と
決
め
る
確
証
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ

れ
で
従
来
の
解
は
疑
わ
し
い
。
与
論
方
言
の
ピ

5
0
は
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

235 



複
合
名
詞
を
構
成
す
る
場
合

236 

ど

5
0
い

pmH
Aあ
な
た
の
家
(
家
屋
)
V

正
吋
。
。
ロ
吉
川
V
A

あ
な
た
の
島

(
郷
里
)
V

d

z

。
正

V
Aあ
な
た
の
親
V

ど
官

八
当
戸
営
(
親
)
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

文
構
成
の
場
合

d

z

o
い

9
9
宮
司
即
応
戸

2
m
m
H
Aあ
な
た
の
家
は

い
づ
れ
(
ど
れ
)
で
す
か
V

ピ

5
0
官
官
。
。
吋
目
白
斜

mp
Aあ
な
た
の
郷
里
(
ふ
る
さ
と
、
部
落
・
島
・
生
地
)
は
、
ど
こ
か
V

ロ
白
。
。
は
、
ロ
目
HH
A島
・
郷
里
V

の
語
形
変
化
形
で

A島
が
、
し
ま
は
V

の
主
格
の
意
味
を
表
わ
す
形
で
あ
る
。

I二
(f) 

文
例
は
、
助
詞
を
介
さ
ず
直
接
体
言
に
接
し
て
文
を
構
成
し
て
い
る
。

百戸

ρ
§
g
g
m
v
ユ

Aあ
な
た
が
(
あ
な
た
は
)
、
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
V

自ロ

O
名

八

日
ロ
各
八
百
ロ
立

A持
て
V

を
示
す
。

Z
5
9
ユ
は
、

g

g

p

E
A賜
ば
る
、
く
だ
さ
る
V

.ロ
H
1

。。

の
述

用
兼
命
令
形
で
あ
る
。

上
の
文
は
、
用
言
に
直
接
に
接
す
る
場
合
の
例
で
あ
る
。

正
足
。

m到
、
司
日
官
官
官
↓

P
E
E
N日
A

あ
な
た
が
言

っ
て
い
る
こ
と
は
、

当
ら
な
い
(
当
っ
て
い
な
い
)
ザ

1mmw
助
詞
に
接
し
て
の
文
構
成
の
例
で
あ
る
。
司
日
官
官
の
日
目
は
、

A

こ
と
、

も
の
、

そ
れ
、
人
V

、
な
ど
の
意
味
を
表

わ
す
指
示
詞
の
機
能
を
表
わ
す
語
で
あ
る

正

5
0
い

o
g
E
E
F一
江

0
.
z
g
g
J
Aあ
な
た
は
、
旅
に
(
旅
へ
、
旅
の
方
へ
)
、
行
こ
う
と
お
も
い
ま
す
か
V



0
.
Z
八

0
.
E
八
。

E
C
〈
。
ョ
ロ
戸
を
示
し
、
行
く
、
行
か
れ
る
、

お
い
で
る
、
お
わ
し
ま
す
、
来
る
、
来
ら
れ
る
、

な
ど
の
立
を
表
わ
す
多
義
語
で
あ
る
。

E
R
H
八
百
戸
己
主
A

忠
ヒ
V

を
一
亦
す
訴
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
文
末
に
立
つ

て
疑
問
の
意
を
表
わ
す
話
で
あ
る
。

上
の
文
は
、
助
詞
に
接
す
る
例
で
あ
る
。

古
事
記
の
文
椛
成

意
峰
、
大
国
主
神
と
為
り
(
神
代
)

意
般
、
先
づ
入
り
て
、
其
の
仕
へ
奉
ら
む
と
す
る
状
を
明
し
白
せ

(
神
武
)

意
問
、
熊
倉
建
二
人
(
景
行
)

あ
る
。
「
怠
」
字
は
、

5
を
示
す
も
の
で
も
な
け
れ
ば

喝
。
を
一
不
す
も
の
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

も
し

d
q
。
を
一
不
す
も

J)iUよ，i5からみた古Jjl誌の「意j 'MJ宇の古価

意
躍
を
取
り
殺
せ
と
詔
り
た
ま
ひ
て
泣
は
せ
り
(
景
行
)

仮
名
古
u
例
で
な
い
か
ら
は
っ
き
り
と
は
言
え
な
い
が
、
当
ロ

5
0
が
直
接
体
言
に
接
す
る
場
合
、
副
詞
に
接
す
る
場
合
、

助
詞
の
「
ヲ
」

に
接
す
る
場
合
、

の
用
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

「
怒
嘘
」
の
「
艦
」
が
、

3
0
の
形
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
文
献
上
の
文
字
の
み
の
上
か
ら
だ
け
で
は
、

い
つ

ま
で
た
っ
て
も
明
ら
か
に
は
さ
れ
な
い
。
生
き
た
言
語
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
の
で

の
と
み
た
場
合
、

当
。
か
ら
与
論
の
正
ー
が
生
ず
る
説
明
は
し
に
く
い
。

t
q
ロ
〉
ど
の
現
象
は
琉
球
語
に
表
わ
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
与
論
方
言
に
は

4
2
ユ
(
ま
た
は
ミ
ロ
」
)

A

居
り
V

が
表
わ
さ
れ
る
の
に
対
し
、
奄
美
本
ぬ
で
は
、

ロ
トτ

(
八
当
E

E

)

の
形
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
、
与
論
方
一一
一
日
の
二
人
称
代
名
詞
の

ど

5
0
は、

そ
の
前
身
形

d
g
z

。
で
あ
っ
た
と
み
て
誤
り
は
あ
る
ま

い。

古
代
琉
球
詰
や
日
琉
共
通
基
認
で
は

2
2
3
0
が
二
人
称
代
名
前
と
し
て
川
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い
ら
れ
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

238 

「
大
き
い
」

の
語
幹
を
一
示
す
形

与
論
の
高
齢
者
の
中
に
は
、

A
大
き
く
な
っ
た
者
、
成
人
者
、
身
長
の
高
い
人
V
、
の
こ
と
を

d
q
戸
空
H

N

日
自
信
ロ
ロ
と
い

っ
て
い
る

一
般
に
は
語
頭
の
司
ロ
l

の
d
q
ー
を
脱
落
し
て
、
正
問
】
門
戸
一
N
H
Eロ
ロ
ロ
の
形
で
発
音
し
て
い
る
。
自
己
ロ
ロ
八
自
己

ロ
ロ
ロ

〈

自
己
ロ
ロ
ロ
戸
A
物

・
者
V

を
一
不
す。

ま
た
、
高
齢
者
の
中
に
は
「
兎
」
を
請
。

g
包
で
発
音
す
る
人
が
い
る
が
、

一
般
に
は
ど

S
岡
山
(
八
司
ロ

m
p

岡山)

の
形
で
発
音
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
に
、
与
論
方
言
に
は
¥
司
戸
〉
ど
¥
の
変

化
現
象
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
与
論
方
言
の

d
q
口
問
己
ー
や
、
ど
宮
は
共
に

A
大
き
い
V

の
語
幹
を
一
亦
す
形
と
な
っ
て
い

る
。
次
に
示
す
例
の
よ
う
に
語
形
を
構
成
し
て
い
る
。

ど
り
ロ
自
己
ロ
ロ
(
〈
司
ロ
官
民
自
己

E
ロ
八

dg
宮

E
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
)

A

大
物
、
大
き
な
物
V

ピ
宮
山
P

9

(

〈
司
ロ
宮
い
9
9
)

AA
大
屋

・
大
き
な
家
屋
V

ピ
同
足
立
と
戸
(
〈

4
2
吉

立

宮

〈

司

口

問

己

主

宮

戸
)

A

大
き
な
人
V

麦
屋
字
で
は
人
を
立
冨
(
八
1
E
C
)
の
形
で
表
わ
す
。

ど
匂
戸
間
口
巳
(
〈

dg
宮
H

W
円こ戸山
)

A

大
き
な
国
V

ど同)戸
H
P
E
E
P
戸
A

年
長
の
母
V

次
に
示
す
活
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(
ど
宮
山
由
)

A

大
き
い
、
大
き
く
し
て
い
る

の
意
の
終
止
形
で
あ
る
が
、
稀
用
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
V

ピ
C
H
)
己

c
h
-

A

と
て
も
大
き
く
し
て
い
る
、

と
て
も
多
く
し
て
い
る
。
形
容
詞
比
較
級
の
終
止
形
V



d
H
E
E
A
大
き
く
、
多
く
。
連
用
形
V

「
大
き
い
」
を
意
味
し
て
の
形
容
詞
の
活
用
語
は
乏
し
い
。
首
里
方
言
で
は
、
次
に
示
す
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

司

c
g
(〈
ピ

苫

八

5H
宮
)

『
混
効
験
集
』
に
は
、
「
お
へ
さ
」
。
原
注
「
大
き
を
云
」
と
あ
る
。
当
時
の
実
際
の
語
形
は
、

d

2

g
ま
た
は

ゴ

片

山

m鈴

で
表
わ
し
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。

こ
の
形
は
後
に
記
す
与
論
方
言
の

d
H
L
&
"
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
与
論
や
首

里
の

A
大
き
い
V

の
語
幹
は
、
古
代
琉
球
語
に
お
い
て
は
、
主
主
M

H

)

ロl

で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
得
る
。

の

21口
同
記
・
に
一
致
す
る
形
が
、
古
事
記
語
に
は
数
多
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

意
富
加
牟
豆
美
命

4
2
宮
-
E
E
g
含
宮
山

lロ
g
l
g
H
E
H

。
z
。A神
名
V

(
神
代
)

琉球語からみた古事記の「意J r富」宇の音価

古
事
記
語
の
例

意
富
迦
波
良

dqHHH己

F
S
H
U
9
5
(
八

4
2
吉

冨

宮

3
5
)
A大
河
原
V

(
景
行
)

意
富
岐
美

巧
戸
宮
H
E
自由

A

大
君
V

(
景
行
)

意
富
岐
美

4
2
u
z
E
E日
A
大
君
V

(
允
恭
)

意
富
岐
美

者口同)戸
H
E
E
H
A大
君
V

(
清
寧
)

意
富
岐
頒
斯

当
口
同
)
5
5
宮
山
口

A
大
君
し
V

(
仁
徳
)

意
富
岐
美
能

t
q
己
宮
H
E
百円

i

ロ
g

A
大
君
の
V

(
仁
徳
)

意
富
岐
美
能

d
q
C
H
)
d
E
自由

l
ロ
g

A
大
君
の
V

(
清
寧
)

意
富
義
多
志
比
貰

dq戸
HH)ロ
向
日

gr-
立

g
o
A
人
名
V

(
用
命
)
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意
富
佐
邪
岐

意
富
多
久
美

意
宮
多
多
泥
古

意
富
斗
能

意
富
那
昆

意
ん
品
、
泥

意
官
官
符
王

意
官
麻
幣

意
官
麻
幣

意
富
美
岐

意
富
美
夜

意
宮
牟
庇
夜

d
qロ
司

区

間
P

N

P

E

A

大
雀
V

(
応
神
)

24υ 

d
q
Z
H
)戸

H
E
E
l
百円

A

大
匠
V

(

清
寧
)

巧
ロ
吉

E
g
g
s
。
A

人
名
V

(

崇
神
)

書
紀
「
大
戸
之
」
当
口
同
旨

Z
5
0
A大
殿
V

(
神
代
)

計司ロ刷出
H

E

E

A

年
長
の
ナ
ピ
と
い
う
人
の
こ
と
か
。
人
名
V

(

孝
元
)

4

司ロ
U
C
'
一ロ
o
o
A
大
根
V

(
仁
徳
)

4
2
H
)己
吉

含

。

l

E
。
I
g
-
-
s
。
《
人
名
V

(
応
神
)

巧
ロ
甘
口
百
戸
宮
A
大
前
V

(
允
恭
)

当
戸
吉
田
。
何
百
A

大
前
V

(
雄
略
)

t
q
戸
匂
ロ
宮
山

E

A

大
御
酒
V

(

応
神
)

4
2
H
Vロ
宮
山
首
A
大
宮
V

(
清
寧
)

当
ロ
宮

E
C
E
宮
内
H

A
大
室
屋
V

(
神
武
)

(
品
不
一
室
)

意
富
夜
麻
登
玖
濁
阿
躍
比
一
目
命

副
司
ロ
匂
己
い
p
g
m
v
g
。
F
D
H
E
l
m‘

g
立
言
。
ー
ロ
5

1

5
ご内
g

g
。
A

人
名
V

意
宮
夜
麻
登
玖
遁
は
、
大
倭
国
の
こ
と
。42
H
)己
皆
目
m
v
g
。
FDH
巳

l
m
v
E
H
L
E
O
l
ロロ。

l
E
H
W
H
H
O
E
。
A

人
名
V

(
安
寧
〕

意
富
夜
麻
登
久
週
阿
膿
比
頁
命



意
富
立
古
賀
波
良

司
区
切
己
主

Fg
問

P
3
5
A大
猪
子
が
原
。
地
名
V

(
仁
徳
)

意
布
哀

4
2
匂
口
当
O

(

〈
当
己
切
口
l

区
司
O
)

A

大
魚
V

(
清
寧
)

昔
日
品
古
一

d
q
口
問
)
己
実
O

A

大
峰
V

(
允
恭
)

意
悩
阿
麻
比
資

t
q
ロ
宮
ー

l
p
g
m
w

立
5

0

A
大
阿
麻
姫
か
。
年
長
者
の
姫
か
V

(
崇
神
)

「富
」
は
「
布
」
を
充
て
た
例
も
あ
る
か
ら

「プ
」
と
訓
み
、
琉
球
語
と
の
対
応
の
上
か
ら
切
戸
を
表
わ
し
た
と
み
れ
ば
都

合
が
よ
い
。
古
事
記
の

こ
れ
ら
の

司
区
切
ロ
ー
は
、
前
代
の
七
世
紀
・
六
世
紀
の
形
を
憎
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

古
事
記
に

は
、
形
容
詞
と
し
て
の

dgH)戸
山
由
の
例
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
、
古
事
記
に
は
述
体
形
の
司
戸
空

H
E
の
仮
名
書
例
は

見
当
ら
な
い
が
、
崇
神
紀
に
「
於
朋
者
」

(喝。

3

E・
〈

t
q
ロ
吉
区
)

の
例
が
あ
る
か
ら
、
古
事
記
言
語
に
は
考
回
吉
一

琉球訴からみた古事記の r7J:J r宮J字の苛価

E
Jが
用
い
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

次
に
、
当
口
同
己

l

系
の
も
の
と
は
別
形
の

A
大
き
い
V

を
示
す
語
形
を
記
述
し
よ
う
。

与
論
方
言

ピ
同
)
日
丘

o
ま

た

は

ど

立

m
p
(
八

d
2
1
&
9
)
A
大
き
い
こ
と
、
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
。
名
詞
V

(
J
H
H
)

片
山
由
終
止
形
)

は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
以
前
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
)

ど

立

mい
mw

」
(
〈

当ロ

H
L

ロ
l
n

ユ)
A

大
き
く
し
て
い
る
。
終
止
形
V

ど

立

a
m
-
-
Z
(八
司
ロ
同
)
即
日
目

1

9

5

戸
〈

当
ロ
立
ロ

1

0

5

ロ
ロ
)

A
大
き
く
し
て
い
る
、
大
き
く
し
て
い
る
だ
ろ

ぅ
、
大
き
く
し
て
い
る
と
思
う
。
終
止
兼
推
量
形
V

ど
H
U
W
戸
(
〈

tg
立

-2)
A大
き
く
。
連
用
形
V
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ど

H
L
F
P
H

日
目
(
〈
d
q
Z

匂
H
F
D
H

日目
)

A

大
き
く
し
て
い
る
、
大
き
く
し
て
い
る
の
で
、
大
き
く
し
て
い
る
が
故
に
。
終
止

242 

形
と
原
因
ま
た
は
理
由
を
表
わ
す
具
格
形
V

ど
同
}
日
丘

9

2

(

〈

d
E
1
日目

1
9
2
)

A
大
き
く
し
て
い
る
。
連
体
形
V

正
H
L
mい

m
H
S
Z
(八
項
ロ
立

2

1

9

5

E

)

A
大
き
く
し
て
い
る
な
ら
ば
。
未
然
の
仮
定
形
V

ピ
回
忌
&
。
ユ
冨
(
〈

司
広
田
}
山
口

1
9
Z
H
U
P
)

AA
大
き
く
し
て
有
れ
ば
、
大
き
く
し
て
い
る
の
で
。
己
然
形
v

d
E
a
9
z
g
o
(〈
当
戸
立
日
目
l
m
w

ユ
旬
。
。
)

A

大
き
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
。
完
了
の
仮
定
ま
た
は
巳
然
形
V

以
上
の
活
用
形
は
原
級
の
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
は
、
比
較
級
の
も
の
を
記
そ
う
。

ど

C
H
L

同
日
目
(
〈

tg
立
山
口
)

A

と
て
も
大
き
く
し
て
い
る
。
終
止
形
V

官
は
、

A

し
て
い
る
V

の
意
味
を
表
わ
し
て
い
る

正

ρ
同}即時

E'(〈
4
2
匂
即
日
付
ロ
)

A

と
て
も
大
き
く
。

連
用
形
V

ど

P
H
V
H
ご
白
山
由
(
〈

当

戸

立

ご

2
日目
)

A

と
て
も
大
き
く
し
て
い
る
、

が
故
に
)
。
終
止
形
・
具
格
形
V

と
て
も
大
き
く
し
て
い

る
の
で
(
し
て
い
る

こ
の
種
の
原
級
や
比
較
級
の
語
形
は
、

ク
シ
語
法
と
で
も
名
付
け
ら
れ
よ
う
。

ど

D
H
)片
山
&
ロ

J

(

〈

司
区
立
同
日
目
司
ロ
ユ
)

A

と
て
も
大
き
く
し
て
居
る
。
終
止
形
V

ど

P
H
}即
日
邑
ロ

.
Z
(〈

希
同
立
即
日
片
当
ロ

g
g
g
)
A
と
て
も
大
き
く
し
て
居
る
、

と
て
も
大
き
く
し
て
居
る
だ
ろ

ぅ
‘
と
て
も
大
き
く
し
て
居
る
と
思
う
。
終
止
形
・
推
量
形
V

ど

P

Z
目
白
』
ロ

E
(〈
司
ロ
包
即
日
目
当
ロ

E)
Aれと
て
も
大
き
く
し
て
厨
る
。
連
体
形
V



ピ

P
旬
日
片
丘

m
w
E
g
(〈
当
ロ
立
昨
日
目

1
9
5
3
)
Aれ
と
て
も
大
き
く
し
て
有
る
な
ら
ば
。
未
然
の
仮
定
形
V

な
ど

首
里
方
一吉

司
ロ
伊
三

m
p

乏
(
八
正
司
日
間
0
.
5
八

ど

立

&

9

5
ロ
八
当
ロ
匂
二
日

1
0
自
民
ロ
)

A

大
き
い
。
終
止
形
V

な
お
、
与
論
方
言
に
は
、
正
心
同
)
即
日
丘
mv

A

と
て
も
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
。

比
較
級
の
名
詞
V

の
形
も
用
い
ら
れ
て

い
る
。
琉
球
語
の
「
大
き
い
」
を
一
不
す
語
幹
の
、
正
立
l

、
吋
ロ
}
戸
当
日
l

に
対
応
す
る
巧
ロ
立
l

の
例
は
、
古
事
記
に
は

用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、

書
紀
に
は
対
応
形
、
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

カ

ム

カ

ゼ

の

イ

セ

の

ウ

ミ

の

伽
牟
伽
笈
能
伊
斎
能
干
禰
能
於
費
異
之
耳
夜
(
神
武
紀
)

こ
の
「
於
野
呉
之
」

に
つ
い
て
、

書一
紀
に
は
、
謡
意
以
一
一
大
石
一
輪
一
一其
国
見
丘
一
也
(
神
武
紀
)
、

と
説
明
し
て
あ
る
か
ら
、

琉球語からみた古事記の「立J r宮」字の苛価

「
於
費
異
之
」
は
「
大
石
」
を
一
亦
す
語
形
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

君。
H
L
l

即
日
目
(
〈
当
ロ
立
l

H

官
)
の
形
で
発

の
終
止
形
は
書
紀
に
は
記
さ
れ
て
な
い
。
そ
の
他
の
活
用
形
も
記
紀
や

音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
君
。
立
ロ
(
〈
司
ロ
立
ち

万
葉
に
見
当
ら
な
い
。
古
事
記
に
は
記
さ
れ
て
な
い
だ
け
で
、
実
際
の
古
事
記
言
語
に
は
巧
ロ
切
口
i

の
語
幹
と
共
に
、

当
ロ
立
l

の
語
幹
も
用
い
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
古
事
記
以
前
に
は
、
当
ロ
匂
ロ
ロ
や
名
口
同
)
山
口
の
終
止
形
や
そ
の
活
用

形
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。
「
於
費
」

の
「
於
」
は
、

dg
を
一部
す
文
字
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

古
事
記
の
例

イ

の

ウ

ミ

の

ヲ

ウ

ぴ

ツ

加
牟
加
是
能
伊
勢
能
宇
美
能

意

斐

志

爾

波
比
母
登
富
呂
布
志
多
陀
美
能
(
神
武
)
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し
て
い
る
。
斐
字
は
乙
類
音
を
示
す
文
字
で
、

「意
斐
志
」
は
、

3
モ

ー

ロ

ま
た
は

3
Z
日!日目

の
形
を
示
す
も
の
ら
し
い
。
語
幹
の

「大」

を

3
ち
ニ
ー
で
示

そ
の
そ

l
ラ
は
包
日
ま
た
は
立
日
で
あ
ろ
う
。
当
己
主
と
二
日
(
石
)
の
頭
立
日

244 

の
日ー

ま
で
も
い
っ

し
ょ
に
し
て
、

dgH)即
日
!
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

与
論
方
一一百
の
よ
う
に
比
較
級
を
示
す
も
の
で
あ

れ
ば
許
さ
れ
る
。

し
か
し
、

書
紀
の
も
の
と
の
対
応
の
上
か
ら
は
比
較
級
を
示
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
科

田
阿
躍
は
、
司
ロ
立
!
日
日
目
と
旧
辞
を
諦
む
べ
き
も
の
を
、
者
戸
H

H

)

同
日
日
目
と
諦
ん
だ
の
で
、

安
高
侶
は
そ
れ
を
忠
実
に
乙

類
字
の
斐
を
川
い

て
記
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

拙
著
『
日
本
母
語
の
探
求
|
!
日
琉
語
の
比
較
|
|
』

に
は
、
音
少
を
。
ー
と

記
し
て
円
い
た
が
、
当
時
窓
は

4
4
g

を
示
す
文
字
で
あ
る
と
の
考
え
は
持
っ
て
い
た
。
急
に
新
見
を
出
す
の
は
ど
う
か
と

思
っ
て
従
来
の

「オ」

の
つ
も
り
で
。
ー
と
記
し
た
の
で
あ
る
。

者ロー
に
改
め
る
べ

き
で
あ
る
。
与
論
方
言
の
ど
立
ー
に

対
応
す
る

d
z
z
ー
や

者
。
立
ー
は
、

あ
る
い
は
、
記
紀
時
代
に
は
衰
弱
し
つ
つ

あ
っ
た
語
形
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

日
本
書
紀
に

は
、
意
官
を
用
い
た
の
は
次
に
示
す
一
例

の
み
で
あ
る

文
の
述
べ
て
い

る
よ
う
に
先
代
の
旧
辞
す
な
わ
ち
七
世
紀
の
古
形
で
あ
ろ
う
。

t
H

山戸川
加
総
(
大
加
羅
。
垂
仁
)
。

4
2
吉

E
S
A大
き
い
V

の
語
幹
を
示
す

巧
口
同
己
ー
や
司
区
立
ー
は
、
古
事
記
序

八
世
紀
の
奈
良
朝
語
に
入
る
と
、

3

E
V

君
。
同
記
の
変
化
を
し

た
喝
。
匂
ロ
ー
が
用
い
ら
れ
た
た
め

古
事
記
に
は
そ
の
語
形
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

な
お

宅
己

な
ー

は
、
次
第
に
川
い
ら
れ
な
く
な
っ

て
行

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

古
事
記
の
者
。

吉

l

の
例

胤

W
H岐
美

当
。
吉
-
E
宮山
A
大
君
V

(
雄
略
)

品
加
凸
H

間
岐
美
呂
迦
母

者
。
。
己
主
宮
山

E
。
l
F
S
E
C
。
A

大
君
ろ
か
も
V

(
仁
徳
)



砂
宵
久
遡
奴
斯

t
q
o

同)ロ

-
S
E
ロ
ロ
ロ
A

大
国
主
V

(

神
代
)

品
即
日
佐
加

当
。
同
)
C
m
p
w
p
A
大
坂
V

(

履
中
)

務
宮
、
泥

当
。
吉
田
⑦
O

A

大
根
V

(
仁
徳
)

砂
宮
美
夜
比
登

4
8
H
)
戸
互
い
9

立
宮
。
A

大
宮
人
V

(

推
時

こ
れ
ら
の
「
務
」
字
は

「意
」
と
の
対
応
の
上
か
ら
「
ヲ
」
と
訓
み
、

そ
の
音
仰
は
当
o

を
表
わ
し
た
と
み
れ
ば
都
合

が
よ
い
。

上
例
の

¥
d
g
H
)己

l

¥

は、

八
世
紀
初
頭
の
中
央
方
言
の
語
形
を
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

古
事
記
言
語
以
前

の
七
世
紀
や
六
世
紀
の
中
央
語
で
は

「
大
」
の
語
幹
は
、

¥
d
q
ロ
吉
1

¥

・¥
t
q
戸
立

l

¥

で
表
わ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

9
5い
o
E
'
E
i
巧
ロ
山
山
富

S
E
l
立

E
。
ロ
片
岡
)
伊
ー
ロ

5
1
自由

FDH
。
宮
。
の
形
で
発
音
し
て
い
た
か
も

知
れ
ぬ
。
「
意
斯
」
は
、

d
q
ロ
ロ
の
形
を
示
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
六
位
紀
末
期
の
「
大
」
は
、

者戸
H

円
記
ー
や

d
q
z

琉球訴からみた古事記の r'なJ r官J字の音価

立
白
戸
川
等
王
(
上
宮
記
逸
文
)

こ
れ
は
、
当
戸
切
戸
宮

H
E
。
ー
ロ
ロ
。

I
B
-
-
8
。
の
形
で
発
音
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

阿
米
久
爾
意
斯
波
羅
支
比
里
爾
波
預
己
等
(
元
興
寺
露
盤
銘
。
推
古
四
年
。
五
九
六
年
)

立
ー
の
形
で
表
わ
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い

意
奴
溺
首
(
元
興
寺
露
盤
銘
)

意
奴
珂
は
、

d
g
E
B叶
の
形
で
発
音
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
「
意
」
字
は
、

¥
t
q
z
¥

を
示
す
文
字
と
し
て
伎
用

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

阿
米
久
爾
意
斯
波
留
支
比
里
尚
波
乃
知
己
等
(
天
寿
国
品
交
茶
羅
繍
帳
銘
)
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日
本
書
紀
の
「
天
国
排
開
由
民
庭
天
皇
」

の
こ
と
で
、
後
の
読
を
欽
明
天
皇
と
申

246 

し
て
い
る
。
意
斯
は
、

前
記
の
露
盤
銘
の
も
の
と
同
じ
く
、

「
押
シ
」

に
通
ず
る
形
で

d
q
z

官
を
一
爪
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
世
紀
や
六
世
紀
の
伝
存
さ
れ
た
遺
文
の
中
に
、

「
意
」
字
は
僅
少
の
例
を
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
実
際
の
言
語
生

字
を
多
量
に
用
い
て
い
る
が

活
に
は
多
く
用
い
ら
れ
、

¥

d

g

¥

を
表
わ
す
文
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
古
事
記
に
は
「
意
」

こ
れ
は
、

七
世
紀
末
期
の
語
形
を
伝
え
た
も
の
で
、
古
事
記
の
古
さ
を
証
明
す
る
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
日
本
書
紀
に
は
、
司
ロ
匂
己
l

の
例
は
一
例
あ
る
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
喝
。
宮
l

(

〈
巧
ロ
ち
〈
司
ロ

日
本
書
紀
の
語
形

同
己
)
に
変
化
し
た
形
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

於
朋
五
五
日
妬
(
大
き
門
)

於
朋
香
禰
(
大
君
)

於
哀
企
禰
(
大
君
)

飲
哀
釈
澗
(
大
君
)

飲
一
泉
叔
禰
(
大
君
)

於
朋
釈
美
(
大
君
)

飲
朋
佐
介
(
大
坂
)

於
朋
佐
箇
(
大
坂
)

飲
哀
陥
撤
(
大
太
万
)

当
。
旬
。

E

S
。
(
崇
神
)

当。

H
5
5
自
由
(
仁
徳
・
推
古
)

喝
。
吉
区
自
由
(
允
恭
)

d
g
H
5
5
自
由
(
雄
略
)

君。同)。

E
百
円
(
雄
略
・
武
烈
〉

d
q
c

同)。

E
自
由
(
継
体
)

d
g
H
5
5
E
(崇
神
)

4

句。旬。

m
p
f
p
(
崇
神
)

d
g
H
5
Z
E
(武
烈
)



於
朋
泥
(
大
根
)

d
q
。
H
V
O

ロ
。
。
(
仁
徳
)

於
保
比
屡
咋
能
武
智
(
大
日
婁
貴
)

喝
。
旬
。
立
】
1

ロ

5
0
l
E
E
l
自
己
立
(
神
代
上
)

於
朋
摩
幣
(
大
前
)

当

0
3
E
m
H
句
。
(
安
康
)

飲
哀
磨
陛
(
大
前
)

巧
O
H
)
O
B
m
w

旬
。
(
雄
略
)

務
朋
禰
釈
(
大
御
酒
)

dgHX}
自
由
片
山
(
応
神
)

於
朋
禰
赴
泥
(
大
御
舟
)

当
。
吉
田
山
吉
ロ
O

(

仁
徳
)

於
朋
務
露
夜
(
大
室
屋
)

当。

3
g
c
g
い
p
m
w
(
神
武
)

於
朋
望
能
農
之
(
大
物
主
)
巧
。

3
5
0
ロ
g
ロ
ロ
ロ
(
崇
神
)

「
物
」
は
、
古
事
記
に
は
「
母
能
麻
実
須
」

(
仁
徳
)
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
己
。
田
区
。
の
形
を
示
す
の
で
あ
る
う
。

琉球活からみた古事記の「怠J I宮J字の音価

古
事
記
の
形
に
対
応
す
る
書
紀
の
「
物
」
は
、
ョ
。
。
ロ
ロ
。
の
形
で
表
わ
し
て
い
た
と
見
る
の
が
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。

以
上
の
書
紀
の

d
S
3
1
(大
)
は
、
後
世
に
継
が
れ
て
行
く
語
形
で
あ
る
。

そ
の
他
の
古
事
記
の
「
意
」
字
使
用
の
語
形

意
岐
A
沖
v
d司ロ

E
(神
代
)

与
論

正
広
(
〈
d
q戸

E
)

首
里

司

z
c
o
H
(
八

戸

E
八
司
ロ
区
。
沖
縄
語
辞
典
に
よ
る
)

意
岐
都
登
理
(
沖
つ
鳥
)

d
g
E
g
g
o
Z
(神
代
)

意
岐
米
(
置
目
)

4
司戸

H
E
E』
0

(

顕
宗
)
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意
佐
加
能
(
忍
坂
の

4
2
g
w
p
l
ロ
g
(神
武
)
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意
須
比
(
襲
)

d
q
z
g
立
(
景
行
)

務
須
比

(
襲
。
神
代
)
当
。

2
立
(
八
当
ロ

mc
立
)

の
新
形
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
大
」
を
一
万
す
語
幹
の
当
ロ
吉
-
ー
や

d
g
宮
ー
は
、

「
多
シ
」

の
語
幹
と
し
て
も
併
用
さ
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
例
を
示

そ
う

伊ィ
知チ
佐サ
カ日ヵ
帝己き

み

の
ヲ

ウ

プ

ケ

徴
能
意
富
祁
久
衰
(
記
神
武
)

意
宮
祁
久
A

多
け
く
V

は
、
副
司
区
切
口

F
S
O
F
a
の
形
で
発
音
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

古
事
記
の

「祁」

{~ナ
は

-
8
0
を
表
わ
し
て
い
た
と
み
れ
ば
、
与
論
方
言
と
の
対
応
の
上
か
ら
都
合
が
よ
い
。

今

サ

カ

き

み

の

ヲ

ポ

ケ

タ

伊
智
佐
介
幾
未
廼
於
朋
鶏
句
鳩
(
神
武
紀
)

於
朋
鶏
句
A

多
け
く
V

は
、
d
g
H
5
w
o
o
F
g
(八
司
口
問
)
ロ

5
0
w
dー)

の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

」
の
世
間
紀

の
語
形
は
新
し
く
変
化
し
た
も
の
を
示
し
て
い
る

与
論
方
言

.
口
問
)
口
問
即
日
片
口

(
〈
巧
ロ
匂
口
問
即
日

E
H
)

A
多
い
ら
し
く
、
多
い
そ
う
に
V

右
の
-日山
紀
の
例
は

「多
い
こ
と
」
の
意
に
解
さ
れ
て
い
る
が

い
か
が
な
も
の
か
。

終
止
形
の

「多
シ
」

の
例
は
見
当

ら
な
い
が
、
古
事
記
言
語
に
は
名
口
百
ロ
ロ
が
実
際
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
古
事
記
以
後
の
書
紀
や
万
葉
で
は
、

d
g
H
)ロ
ー
か
ら
新
し
く
変
化
し
た

t
g
宮
ロ
A

多
し
V

が
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

於
保
伎
(
多
キ
o

t

q

。
句
。

E
。
連
体
形
。
万
・
三
七
五
九
)



於
保
久
(
多
ク
。

d
g
H
5
E
H。
連
用
形
。
万
・
三
七
六

O
)

意
保
伎
(
多
キ
。

d
2
3
E。
述
体
形
。
続
紀
七
詔
)
。
頭
音
に
は
司
ロ
l

の
古
形
が
保
た
れ
て
い
る
。

与
論
方
言

ば
何
百

g
(〈
当
ロ
宮

g
)
A多
い
こ
と
、
多
く
し
て
い
る
こ
と
。
名
詞
V

ぽ

宮

g
J
(〈

3
宮

m
p

ユ

〈

3
吉

ご

ユ

八

d
g
z
一
ー
:
日
)

A

多
く
し
て
い
る
。
終
止
形
V

ど
り
己
I
m
p
.
Z
(
〈

d
q
g
E
a
p
.
5

八

d
q
c

吉
官

1

9

5

E

〈
d
q
g

宮
山
一

1

9

E

g

g

)

AA
多
く
し
て
い
る
、
多

く
し
て
い
る
だ
ろ
う
、
多
く
あ
る
と
思
う
。
終
止
と
推
量
形
V

ピ
同
)
己
日
内
ロ
ロ

(〈

d
g
H己

E
ロ)
A

多
く
し
て
い

る

多
く
し
て
い
る
の
で
、
多
く
し
て
い
る
が
故
に
。
終
止
形

琉球語からみた古事記の 「意J ，.富」宇の古価

普
。
自
己
ロ
は
、

「
有
思
」
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
「
お
も
う
」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
。

(
J
H

吉
日
目
〈

d
q
ロ
吉
日
目
終
止
形
。
今
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
以
前
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
)

ど

吉

E
(〈
t
q
戸
吉

E
)
A多
く
。
連
用
形
V

と
具
格
形
を
兼
ね
る
V

(

J

H

E

E

〈
d
q
ロ
吉
区
連
体
形
。
今
は
用
い
ら
れ
な
い
)

ど
ち
己

S
Z
(〈
d
q
ロ
吉

ι

9

2

〈

4
q
g

円以ロロ

1

9

2

)

A

多
く
し
て
あ
る
(
い
る
)
。
連
体
形
V

ピ

宮

g
g
g
(〈
司
ロ
宮
丘

m
w
E
g
〈
4
2
U
戸日目
1

0

3

冨
)

A

多
く
し
て
有
る
な
ら
ば
。
未
然
の
仮
定
形
V

正問)己
m
o
ユ

g
(〈
司
ロ
切
戸
一
切
い

m
p
z
g
〈

d
q
c
u
ロ
ロ

1

9

ユ
聞
記
)

A
多
く
し
て
有
れ
ば
、
多
く
な

っ
て
有
る
の

で
。
己
然
形
V
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居
る
、

と
て
も
多
く
し
て
居
る
だ
ろ
う
、

と
て
も
多
く
な
っ
て
居
る
と
思
う
。
終
止
形
・
推
量
形
V

ピ

ρ
吉
ロ

W
Z
(
八
司
ロ
同
)
C
C
E
)
A
と
て
も
多
く
。
連
用
形
V

ピ

ρ
同)己

G

W
ロ
ロ
(
八

d
q
g

吉

crHH
官
)

A

と
て
も
多
く
し
て
居
る
、

と
て
も
多
く
し
て
居
る
の
で
、

と
て
も
多
く

な
っ
て
居
る
が
故
に
。
終
止
形
・
具
格
形
V

ど

ρ
匂
戸
口
丘
ロ

2
(八
巧
ロ
同
)
ロ
ロ
官
官

E

八

d
q
Z
H
)
ロ
ロ
ロ

d

E

E

)

A
と
て
も
多
く
し
て
居
る
。
連
体
形
V

ど

P
H
)ロ
ロ
丘
ロ

g
g
(〈
司
戸
田
)
ロ
ロ
ロ
司
ロ
吋
伊
豆
)

A

と
て
も
多
く
し
て
居
る
な
ら
ば
。

未
然
の
仮
定
形
V

那
覇
方
言

島
、
お
へ
く
。

「
お
へ
く
」
(
連
用
形
)
は

5
2
-
g
ま
た
は
正

2
E
H
の
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

琉球請からみた古事記の「芯~J r富」字の音価

ウ
フ
サ
ン

A

多
い
V

(
外
間
守
善
『
お
も
ろ
語
辞
書
』
)

オ
モ
ロ
一
詰

台、

与
論
方
言
の

A

多
く
し
て
い
る
V

の
意
味
を
表
わ
す
終
止
・
具
格
形
の
原
級
や
比
較
級
に
は
、

1
5
官
接
尾
の
語
形
が
表

わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
ク
シ
活
用
」
ま
た
は
「
ク
シ
語
法
」
と
名
付
け
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
与
論
方
言
に
見
ら
れ
る

し
か
し
、
与
論
方
言
の
原
形
の
も
の
は
、
古
代
琉
球
語
や
日
琉

い
ろ
い
ろ
の
活
用
語
形
は
奈
良
朝
文
献
に
は
見
当
ら
な
い
。

共
通
基
語
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
与
論
方
言
に
の
み
そ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
て
い
る
筈
は
な
い
か

ら

万
葉
集
の
「
意
」
字
使
用
の
語
形
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4
2
5
5ぃ
。
の
形
で
発
音
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

意
可
志
(
五
・
八
二
ニ
)

意
可
志
(
置
か
し
)
は
、

d
g
w
m
F
日
目
の
形
で
発
音
し
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。

意
加
米
移
母
(
五
・
八
一
二
)

意
加
米
(
置
か
め
)
は
、

布
多
都
能
伊
斯
乎

都ア
地チ
爾ニ

252 

与
論
方
言
の
も
の
は

.
ロ
町
内
H

日目

(八三戸

5
ロ
)
で
用
い
て
い
る
。

宗
奈
波
良
能
意
吉
由
久
布
禰
遠
(
五
・
八
七
四
)

意
士
口
(
沖
)
は
、

dq口
広
の
形
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
与
論

d
E
(
八

d
g
E
)
。
首
里
吋

c
c
o日
(
〈
ピ

E
〈

肴
ロ

矢口十~ 
知千ご:
波パ
波パ
b之ヲ

意
伎
豆
(
五
・
八
九
一
)

意
伎
(
位
き
)
は
、
S

E

の
形
を
示
す
例
で
あ
ろ
う
。

与
論
方
言

ピ

E
(〈

4
2
5
)

意
釈
都
布
可
延

(
五
・
八
二
ニ
)

意
仰
い
(
沖
)
は
、

d
E
E
の
形
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

国
乃
意
久
迦
哀
(
五
・
八
八
六
)

意
久
迦
(
奥
底
)
は
、

3

5

5
の
形
で
発
音
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
与
論
方
言
の

「奥
」
は
、

c
.
E
(八
3

E〉

で
表

美 ミわ
夜ャし
故コて
摩マい
提デる

ヲ

ク

タ

リ

マ

ヲ

M
V

テ

意
久
利
摩
遠
志
豆
(
五
・
八
七
六
)

意
久
利
(
送
り
)
は
、

4
2
-
g
z
の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
与
論
方
言
で
は
、
ど

W
C

ユ
(
〈

dq戸
W
ロ
ユ
)
ま



た
は
ど

Fa--(〈
d
E
E
E
)
で、

の

リ

カ

み

シ

イ

パ

・

ν

意
乃
何
身
志
伊
多
波
斯
計
躍
婆
(
五
・
八
八
六
)

吋
ロ

E
」
(
〈
正

E
Z
〈

d
q
口
町
ロ
ユ
)
で
、

表
わ
し
て
い
る
G

首
里
方
言
は

意
等主乃
利リ(
都ッ己
都ァ)

伎キは

4
2
ロ
ロ
。
の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

意
比
久
留
母
能
波
(
五
・
八

O
四
)

意
比
(
追
ひ
)
は

の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

与
論
方
言
で
は
正
日
(
〈

tq口
、
日
〈
司
ロ
旬
日
)

4
2
宮

し
て

志シい
却しる
久タ 。

良ヲ

宇
知
意
伎
(
五
・
八

O
四
)

意
伎
(
位
き
)
は
、

d
q己

E
の
形
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

佐
那
周
伊
多
斗
乎
意
斯
比
良
伎
(
五
・
八

O
四
)

意
斯
(
押
し
)
は
、

dg
ロ
の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

比
等
爾
週
久
麻
延
意
余
斯
遠
波
(
五
・
八

O
四
)

与
論
方
言
で
は
ど
官
(
八
司
ロ
ロ
)

で
用
い
て
い
る
。

意
余
斯
遠
(
老
よ
し
男
)
は
、

4
2
官
。
ロ
d
q
。

意
保
保
斯
久
計
布
夜
須
疑
南
(
五
・
八
八
四
)
の
形
で
用
い
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。

意
保
保
斯
久
A

ぼ
ん
や
り
と
V

は、

4
2
ち

窓

口

E
(〈
tqcE
宮
口

E)

ポ

ポ

Y

タ

イ

プ

チ

意
保
々
斯
久
伊
豆
知
武
伎
提
可
(
五
・
八
八
七
)

キ

の

ヲ

ウ

モ

テ

の

ウ

ベ

エ

久
礼
奈
為
能
意
母
提
乃
宇
倍
繭
(
五
・
八

O
四
)

意
母
捉
(
表
)
は
、

の
形
で
発
音
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

d

司
ロ
ョ
。
。
宮
(
〈
当
ロ
宮
口
。
宮
〈

4
2
5ロ
ロ
江
)

の
形
で
発
音
し
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。 で

表
わ

琉球~aからろえた古事記の rj立J r富」 字の音{曲

万
来
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巻
五
の
「
母
」
字
は
「
毛
」
と
区
別
さ
れ
、
古
事
記
の
も
の
と
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

」
こ
に
は
そ
れ
以
上
述
べ
な
い
。
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与
論
方
言
、
ど
自
己
江
(
八
巧
ロ
自
己
口
広
)
、
首
里
方
言
司
口
百
戸
丘
(
〈
司
ロ

E
C
H
H
E
)

で
、
表
わ
し
て
い
る
。

ヲ
ウ

ヤ

の

め

ヲ

ポ

リ

意
夜
能
目
遠
保
利
(
五
・
入
八
五
)

意
夜
(
親
)
は
、

4
2
官
の
形
で
発
音
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
与
論
方
言
は
ぜ
い
p

(
〈
司
口
智
)
で
、
首
里
方
言
は
司

c
-
9
(
〈

3
官
)
で
、
表
わ
し
て
い
る
。

ミ
ヤ

コ

ヲ

ミ

ム

と

ヲ

ウ

モ

ピ

Y

7

ヲ

ウ

モ

京
師
乎
美
武
等

意
母
比
都
都
:
:
;
:
意
母
比
都
都

は
、
司
ロ
包
。
。
立
(
〈
当
口
百
戸
。
立
)

げ

キ

プ

奈
宜
伎
布
勢
良
久
(
五
・
八
八
六
)

意
母
比

(
思
ひ
)

の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

与
論
方
言
は
、
正
自
民
、
伊

(〈

t
q
民
自
己
立
〈

d
q
ロ
ヨ
ロ
ロ
旬
日
)
で
、
首
里
方
言
は
吋
ロ
自
民
」
(
〈

4
2
5
g
E
〈

d
q
口
百
回
戸
立
)
で
、
表
わ

し
て
い
る
。

意
母
布
故
我
多
米
(
五
・
八
四
五
)

意
母
布
度
知
加
射
之
爾
斯
豆
奈
(
五
・
八
二

O
)

意
母
布
(
思
ふ
)
は
、
当
ロ
富
。
。
H

v

g

(

〈
巧
ロ
吉
区
。
H

己
)

の
形
で
表
わ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

与
論
方
言
は
正
自
己
正

(〈

5
H
E
C
C
)

で
表
わ
し
て
い
る
。

迦
久
斯
母
何
母
等
音
山
母
間
騰
母
(
五
・
八

O
五
)

意
母
閉
(
思
へ
)
は

3
目
。
。

z
o
(〈

4
2
5
。
包
0
)

千
年
爾
母
何
等
意
母
保
由
留
加
母
(
五
・
九
O
一ニ)

の
形
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

意
母
保
由
留
(
思
ほ
ゆ
る
)
は
、

4
2
5。
。
宮
古

2
の
形
で
表
わ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。



以
上
の
万
葉
巻
五
の
「
意
」
字
の
例
は
二
二
の
多
数
に
上
っ
て
い
る
。
巻
五
以
外
の
万
葉
集
に
用
い
ら
れ
た
「
青
山
」
字
に

は
次
に
示
す
例
が
あ
る
。

意
古
都
之
良
奈
美
(
沖
つ
白
波
。
十
七
・
三
九
八
九
)

意
叔
都
之
良
奈
美
(
沖
つ
白
波
。
十
七
・
三
九
九
二
)

意
吉
麻
呂
(
人
名
か
。
十
六
・
三
八
二
六
)

比
等
欲
毛
意
知
受

(
十
五
・
三
七
三
人
)dq

ロ
2
Nロ

の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

意
知
受
A
A

欠
け
ず
、
欠
落
せ
ず
V

は、

意
保
伎
美
能
美
己
等
可
之
古
美
(
二
十
・
四
四
O
三
。
信
濃
国
防
人
)
の
形
を
示
す
の
だ
ろ
う
。

意
保
伎
美

(
大
活
)
は
、

3
吉
区
百
円
(
〈

3
E
E
E
)

憶
障
快
美
乃
之
許
乃
美
多
豆
等
(
一
干
・
四
三
七
三
。
下
野
国
防
人
)

伊
能
知
波
意
母
知
知
我
多
米
(
二
十
・
四
四
O
二
。
信
濃
国
防
人
)

意
母
(
母
)
は
、

3
5。
の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

ナ

タ

ヨ

ラ

ヲ

ヲ

ウ

キ

テ

モ

キ

ヌ

ヤ

ヲ

ウ

モ

ナ

奈
苦
古
良
乎

意
伎
豆
曾
伎
怒
也

意
母
奈
之
爾
志
豆
三
十
・
四
四
O
一。

信
濃
国
防
人
)

安
必
意
毛
波
受

安
流
良
牟
伎
美
乎
(
十
八
・
四
O
七
五
)

栴
柳
乎
理
加
謝
思
底
婆
意
毛
比
奈
美
可
毛
(
十
七
・
三
九
O
五
)

ピ

と

こ

そ

パ

ヲ
ウ

ポ

ニ

モ
イ
パ

め

人
社
者
意
保
爾
毛
言
口
(
七
・
一
二
五
二
)

意
保
A

い
い
か
げ
ん
な
V

は

者
戸
旬
。

の
形
で
発
音
し
て
い
た
だ
ろ
う。
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以
上
の
「
意
」
字
は
、
古
い
形
の

¥
3
¥
の
モ

i
ラ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
沖
」

は
、

4
2
E
v
g
E
V
.。
256 

E
の
変
化
を
し
て
、
後
世
の

5

5
が
生
じ
て
い
る
。

風
土
記
に
用
い
ら
れ
た
「
意
」
字
の
例

意
支
都
奈
預
(
沖
つ
波
。
常
陸
国
風
土
記
)

意
宇
郡
(
出
雲
国
風
土
記
総
記
)

意
宇
は
、
当
戸
ど
の
形
を
示
す
の
だ
ろ
う
。

ヲ
ウ
ウ
の
ヤ
シ
ゐ

意
宇
社
(
出
雲
国
風
土
記
意
宇
郡
)

意
恵
登
詔
、
故
云
意
字
(
出
雲
国
風
土
記
意
宇
都
)

ヲ
ウ
ダ
キ
の

ヤ
N
Y

ろ

意
陀
支
社
(
出
雲
国
風
土
記
意
宇
郡
)

意
宇
川
(
出
雲
国
風
土
記
意
宇
郡
)

意
支
部
久
辰
為
命
(
出
雲
国
風
土
記
嶋
根
郡
)

伊
農
意
保
須
美
比
古
佐
和
気
能
命
(
出
雲
国
風
土
記
秋
鹿
郡
)

意
美
豆
努
命
(
出
雲
国
風
土
記
出
雲
郡
)

イ

ヌ
ヲ

ウ

ポ

ス

5

.

ヒ

ヨ

サ

ヲ

け

の

と

こ

と

伊
努
意
保
須
美
比
古
佐
倭
気
能
命
(
出
雲
国
風
土
記
出
雲
郡
)

ミ
の
ヤ

γ
る

意
保
美
社
(
出
雲
国
風
土
記
出
雲
郡
)

意
保
美
小
川
(
向
上
出
雲
郡
)

意
保
美
浜
(
向
上
出
雲
郡
)



意
能
保
浜
(
向
上
出
雲
郡
)

意
美
豆
努
命
(
向
上
神
門
郡
)

意
宇
軍
図
(
向
上
巻
末
記
)

意
登
比
頁
能
古
素
(
肥
前
国
風
土
記
松
浦
郡
)

以
上
の
「
意
L

は
、
す
べ
て

¥
t
q
z
¥

の
モ

l
ラ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
富
」
字
と
そ
の
音
価

久
遁
能
宮
は
、
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
祝
詞
』
に
よ
れ
ば
、

「
国
の
秀
」

に
あ
て
、
国
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
、

琉球語からみた古事記の f5なJ i宮」字の音価

古
事
記
の
「
沼
」
字
は
、
従
来
「
ホ
」
と
訓
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
音
価
に
つ
い
て
は
『
o
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

筆
者
は
上
記
の
よ
う
に
琉
球
語
と
の
対
応
の
上
か
ら

「
プ
」
と
訓
み
、
そ
の
音
価
を
宮
と
推
定
し
た
い
。
以
下
に
古
事
記

の
「
富
」
字
使
用
の
語
例
を
琉
球
語
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
「
意
」
字
と
共
に
「
富
」
字
を
多
く
用
い
て
あ
る
古
事
記
は
、

や
は
り
古
い
文
献
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る

「す
ぐ
れ
た
、
め
で
た
さ
」
を
示
す
語
形

夜
遁
波
母
美
由
久
週
能
富
母
美
由
(
記
応
神
)

国
弓1:1<
iiYJ. 

と
解
し
て
い
る
。
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
は
、

ら
わ
す
。
内
容
的
・

実
質
的
に
す
ぐ
れ
た
も
の
、
す
ぐ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
と
解
説
し
て
あ
る
。

め
の
歌
で
あ
る
、

目
立
つ
と
こ
ろ
、

ひ
い
で
た
も
の
の
意
を
あ
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単
独
に
用
い
ら
れ
た
上
例
の
「
宮
」
は
、
次
に
示
す
与
論
方
言
と
の
対
応
の
上
か
ら
、

宮
ー
ロ
の
形
で
発
音
さ
れ
て
い
た
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の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る

与
論
方
一一一一口

宮
戸
H
A

幸
運
、
め
で
た
き
、
す
ぐ
れ
た
も
の
、

な
ど
V

.
ロ
ュ
。
〆

ロ
5

0

ロ
ロ
同
)
ロ
ロ
円
四
0

0

2

A
そ
れ
は
、
島
の

(郷
里
の
)
幸
運

(
め
で
た
き
、
た
か
ら
、
な
ど
)
で
あ
る
V

宮
口
に
は
目
立
つ
も
の
、
す
ぐ
れ
た
も
の
、
幸
運
、

め
で

た
き
、
な
ど
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
c

ピ
立
0・

〆
は
、
ピ
ユ
(
〈

E
Z
か
)

の
語
形
変
化
形
で
、

A

そ
れ
が
、

そ
れ
は
V

の
主
格
の
意
味
を
表
わ
す
形
で
あ
る
。
両
言
語

の
上
か
ら
、
古
代
琉
球
語
や
日
琉
共
通
基
語
に
お
い
て
は
、
岳
民
同
の
形
で
表
わ
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

「
女
除
」
を
示
す
語
形

裳
緒
忍
ヨ
垂
於
一
一
番
登
一
也
(
記
神
代
)

天
服
織
女
見
驚
雨
、
於
v

竣
街
ニ
陰
上
一
而
死
。
訓
ニ
陰
上
二
去
一一官登一

(
記
神
代
)

突
ニ其
美
人
之
宮
登
一

イ

ス

け

よ

リ

ピ

メ

プ

と

名
謂
一
一
富
登
多
多
良
伊
須
須
岐
比
寅
命
一
、
亦
名
謂一一
比
賀
多
多
良
伊
須
気
余
理
比
賢
一
。
是
者
悪
ニ
其
富
登
云
事一

、後
改
v

名
者
也
(
記
神
武
)

因
v

生
ニ
此
子
一
、

美
弘
弘
、
此
三
字
見
失
而
病
臥
在
(
記
神
代
)

1
i
l
l
以
音

御
陵
在
一
畝
火
山
之
美
富
登
一
也
(
記
安
寧
)

古
事
記
に
は
、
富
登
が
四
例
、
美
富
登
が
一
例
、
番
登
が
一
例
、

美
蕃
登
が

一例、

記
さ
れ
て
あ
る
。

」
れ
ら
は

ワロ



2
0
・
E
E
g
。
.
3
2
。・

E
旬。

z
。、

の
形
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

」
れ
ら
の
中
で
、
切
口
苫
。
と
百
日
吉

苫
。
と
は
、
前
代
(
七
世
紀
)
の
語
形
を
留
め
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
旬
。
宮
。
(
八
苦
-
苫
。
)
と
宮
仲
間
}
。

z。
(
八
百
回

。
己
苫
。
)
と
は
、

八
世
紀
の
語
形
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
女
陰
の
ご
と
く
丸
く
盛
り
上
が
っ
た
丘
を

ポ

と

も
吉
宮
。
と
い
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
祝
詞
鎮
火
祭
に
は
御
保
止
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
由
一
旬
。
宮
。
の
八
世

紀
の
形
を
示
し
た
も
の
ら
し
い
。

与
論
方
言

E
E
(八
吉

宮

口

)

A

男
の
陰
茎
。
麦
屋
字
の
形
V

い
て
い
る
。
古
い
時
代
で
は
、
男
の
陰
茎
を
同
)
ロ
苫
ロ
で
女
陰
を
り
ロ
ロ
宮
口
で
示
し
て
区
別
し
て
い
た
も
の
か
、

そ
れ

琉球語からみた古事記の「怠J r宮J字の音価

E
Z
(〈
H
E
E
八
回
出
宮
口
)

A

男
の
陰
茎
。

一
般
形
V

言
。
ま
た
は
ち
。
(
〈
富
。

Z
八

苦

ロ

宮

口

ゆ
)

A

女
陰
V

与
論
の
現
行
形
で
は

聞
記
宮
ま
た
は

σ
g
Z
は
男
の
陰
茎
を
示
し
、

女
陰
を
示
す
に
は
富
。
ま
た
は
旬
。
。
を
用

と
も
男
女
の
も
の
に
共
通
し
て

さ
g

E

C

ま
た
は
岳
ロ
ロ
宮

ロ
で
表
わ
し
て
い
た
も
の
か

明
ら
か
に
し
が
た
い
c

平
安
朝
語

陰
今
案
、
玉
茎
、
玉
門
等
通
称
也
・
蔭
也
・
号
一口
其
所
ν

在
蔭
務
也
(
和
名
抄
)

こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
あ
る
の
を
み
る
と
、
男
女
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
意;の
富プ他
斗ト古
能。事
地ヂ記
(の
大
殿
道

神
代

「
守
田
」

の
例
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司
口
問
)
己
件
。
ロ
ロ
。
岳
山
の
形
か
。
与
論

d
H
)戸
H
E
ロ
ロ
(
八

ヲ

ウ

プ

カ

ム

J
Y

ミ
の
ミ
こ
と

意
富
加
牟
豆
美
命
(
神
名
。
神
代
)

プ

ヲ

プ

ラ

宮
良
富
良
(
宮

E
吉

5
神
代
)

ヤ

チ

プ

こ

の

カ

み

の

ミ

こ

と

夜
知
宮
許
能
迦
徴
能
美
許
登
(
神
名
。
神
代
)

巧
ロ
万
戸
門
戸
ロ
ロ
ロ
大
殿
)

」

n
t
目
)
戸

H

E

H

O

l

ロ
ロ
。

1

5

5』
日

l

ロ
ロ
。
l

E

H

r

ロ
。

z。

と

プ

と

プ

シ

登
富
登
富
斯
(
遠
々
シ
。
と
て
も
遠
く
し
て
い
る
。
比
較
級
形
か
。
神
代
)

守60

苫
。
同
)
ロ
冨
。
同
)
ロ
ロ
の
形
で
用
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
与
論
方
言
で
は
、

z
d
g
ピ
ロ
(
八

E
C
吉
宮
口
百
ロ
ロ
)

A

と
て
も
と
て
も
遠
く
し
て
い
る
。
最
高
級
V

。
比
較
級
は

2
4司
ロ
ロ
官
(
〈
宮
口
吉
ロ
ロ
)

粉
富
久
適
奴
斯
(
大
国
主
。
司
。
吉
百
巳
ロ
ロ
ロ
c

神
代
)

そ

プ

合
宮
騰
(
そ
ほ
づ
。

m
戸
。
吉
円
山
口
。
。
神
代
)

意
宮
祁
久
(
多
け
く
。
神
武
)

意
富
牟
虚
夜
(
大
室
屋
。
神
武
)

母
登
富
呂
布
(
廻
ろ
ふ
。

E
己
。
苫
。
苦
言
。
吉
。
神
武
)

母
登
富
理
(
廻
り
。
神
武
)

ヲ
ウ
プ
の
ヲ
‘
、

意
宮
臣
(
書
紀
に
は
多
臣
。
司
ロ
吉

l
ロ
g
l
当
。
百
円
。
神
武
)

意
富
夜
麻
登
久
週
阿
躍
比
買
命
(
安
寧
)

意
富
那
昆
(
人
名
。
孝
元
〉

の
形
を
用
い
る
。



意
富
阿
麻
比
買
(
人
名
。
崇
神
)

意
富
多
多
泥
古
(
人
名
。
崇
神
)

ヲ

ウ

プ

ミ

ヲ

の

ヲ

ウ

プ

カ

み

意
富
美
和
之
大
神
(
神
名
。
崇
神
)

粉
富
岐
美
(
大
君
。
仁
徳
)

務
富
佐
迦
(
大
坂
。
履
中
)

登
富
櫨

(
通
れ
。
苫
。
。
Z
H
1
0

允
恭
)

与
論
宮
正
巳
(
〈
宮
司
ロ
ユ
〈
宮
口
吉
ユ
。
連
用
・
命
令
)
。
ま
た
は
宮
正
」
(
八
宮
司
ロ
ユ
八
宮
口
甘
口
ユ

ょ
う
で
あ
る
。
以
上
の
例
の
「
富
」
は
、
同
)
ロ
を
示
す
も
の
と
見
れ
ば
琉
球
語
に
一
致
す
る
例
が
多
い
。

推
古
朝
の
言
語
を
記

琉球語からみた古事記の「意Jr宮」字の音価

与
論
・
首
里
の
形
)

古
事
記
の
神
名
や
人
名
は
、
前
代
に
記
録
し
て
置
い
た
も
の
を
記
し
た
と
見
え
、
当
時
の
語
形
が
多
量
に
留
め
ら
れ
て
い
る

録
し
た
資
料
が
も
っ
と
多
く
残
っ
て
お
れ
ば
、

そ
れ
に
は
琉
球
語
と
対
応
ま
た
は
一
致
す
る
形
が
多
量
に
見
出
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
古
代
本
土
語
は
、
時
代
を
古
く
朔
れ
ば
湖
る
ほ
ど
、
琉
球
語
に
共
通
す
る
言
語
様
相
を
帯
び
て
い
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

万
葉
集
の
「
富
」
字
使
用
の
例

意
富
伎
美
(
大
君
。
二
十
・
四
三
七
三
。
下
野
国
防
人
)

γ

プ

プ

ネ

志
富
夫
禰
(
潮
舟
。
ロ
日
)
戸

σ戸
ロ
σ
。
二
十
・
四
三
六
入
。
常
陸
国
防
人
)

仙寺
富
都
比
等
(
遠
つ
人
。
昔
の
人
。
五
・
八
五
七
。
宮
。
同
)
戸

H
E
E
Z
。)

プ

こ

ろ

ベ

エ

富
己
目
倍
(
誇
ろ
へ
。
吉

F2
。

2
。
Z

R
五
・
八
九
二
)
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宮
之
伎
吉
美
爾
(
欲
し
き
君
に
。
二
十
・
四
四
四
九
)
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同)ロロ

E

E

E
。
与
論
方
言
は
、
ち
ロ
ロ

-
2
(連
用
)
。
吉
官
庁

HH
日
目
(
終
止
・
具
格
)
o
u
c
m
-
9
2
(八
回
)
ロ
ロ
l

p
g。
連
体
)
な
ど
の
形
で
用
い
ら
れ
る
。

富
等
登
惑
須
(
霊
公
鳥
。
同
)
戸

H
Z
。
z
。岡山
g
。
二
十
・
四
四
三
七
)

ア
マ

Y
モ

ヲ

プ

ろ

L

プ

天
雲
乎

富
呂
繭
布
美
安
多
之
(
十
九
・
四
二
三
五
)

富
呂
雨
は
、

は
ら
は
ら
と
、
ば
ら
ば
ら
と
、

な
ど
の
意
に
解
さ
れ
て
い
る
。

風
土
記
に
用
い
ら
れ
た
「
富
」
の
例

宗
我
富
(
播
磨
国
風
土
記
揖
保
郡
)

大
田
村
興
富
等
(
向
上
揖
保
郡
)

阿
富
山
(
向
上
託
賀
郡
)

プ
の
ザ
ト

柚
宮
郷
(
豊
後
国
風
土
記
)

那
富
乃
夜
社
(
出
雲
国
風
土
記
意
字
郡
)

」
れ
ら
の
「
富
」
も
同
己
を
一
不
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
「
富
」
字
は
、
琉
球
語
と
の
対
応
の
上
か
ら
「
プ
」
と
訓
み
、
¥
匂
ロ
¥
で
表
わ
し
て
い
た
と
見
れ
ば
一
致
点
が

出
て
都
合
が
よ
い
。
古
典
文
学
大
系
『
高
葉
集
四
』
の
四
二
五
頁
か
ら
四
二
六
頁
に
か
け
て
の
注
の
説
明
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
あ
る
。

富
は
広
韻
、
方
副
切
。
呉
音
で
は
フ
の
音
。

し
か
し
、
富
は
詩
経
で
は
克
・
特
・
蟻
・
忌
・
疑
と
押
韻
し
て
い
る
。

イ〉



ま
り
こ
れ
ら
の
音
は
お
の
韻
を
持
っ
て
い
た
文
字
で
あ
り

日
本
語
で
は
オ
列
乙
類
。
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

従

っ
て
宮
も
、
古
い
音
で
は
中
心
母
音
に
ω
を
持
ち
、

日
本
語
の
オ
列
乙
類
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
蒸
同
和

こ
れ
を
芝
d
q
u
m
↓
担
当
山
口
と
い
う
変
化
を
経
た
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
富
は
ホ
の
乙
類
に
あ
た
る
。

も知
山
っ
て
、

上
官
記
で
意
富
富
等
(
オ
ホ
ホ
ト
)
・
乎
富
等
(
オ
ホ
ト
)
・
上
宮
太
子
系
譜
で
佐
官
(
サ
ホ
)
、
大
宝
二
年
御
野
戸

籍
帳
で
意
富
麻
呂
、
養
老
五
年
下
総
戸
籍
帳
で
宮
曾
売
(
ホ
ソ
メ
)
。
古
事
記
で
富
(
ホ
)
な
ど
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
書
紀
垂
仁
紀
に
、
意
富
加
羅
(
オ
ホ
カ
ラ
)
と
あ
る
の
も
古
い
用
字
を
そ
の
ま
ま
取
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
・
・
:
続

紀
宣
命
で
は
五
十
二
両
(
宝
亀
二
年
二
月
)
に
於
母
富
佐
(
思
ほ
さ
)
・
止
富
良
須
(
通
ら
す
)
の
二
例
が
あ
る
。

し
か
し

富
を
ホ
の
仮
名
に
使
う
の
は
古
い
字
音
の
体
系
に
よ
る
こ
と
で
あ
り
、
新
し
い
字
音
で
は

H
M
h
g
 

の
音
と
な
り

日
本
語

琉球語からみた古事記の「立Jr宮」字の音価

の
フ
の
音
に
近
く
な
っ
た
の
で
、
万
葉
集
の
大
部
分
の
巻
々
で
は
ホ
と
し
て
は
保
を
使
い
、

日
本
書
紀
で
は
、
歌
謡
や
訓

法
に
は
一
度
も
使
用
し
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
の
字
音
の
変
化
に
よ
っ
て
、

日
本
で
の
使
い
方
に
変
化
の
起
き
た

一
つ
の
例
で
あ
る
。

右
の
論
考
は
果
し
て
正
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、

そ
の
よ
う
に
は
考
え
た
く
な
い
。
生
き
た
琉
球
語
と
比
較
し

て
推
定
す
る
の
が
、

正
し
い
言
語
学
的
な
研
究
方
法
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
文
字
の
み
の
上
か
ら
の
研
究
で
は
、

ど
う
し
て
も

不
完
全
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
奈
良
朝
本
土
語
や
そ
れ
以
前
の
本
土
日
本
語
を
研
究
す
る
上
に
、
琉
球
語
を
抜
き
に
し
た

研
究
方
法
は
片
手
落
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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